
次世代に語り継がれる大桑の歴史（金鶏山）
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二
十
一
世
紀
に
お
け
る
我
が
国

の
発
展
の
た
め
に
は
、
子
ど
も
た

ち
が
健
全
な
心
と
身
体
を
培
い
、

未
来
や
国
際
社
会
に
向
か
っ
て
羽

ば
た
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
国
民
が

心
身
の
健
康
を
確
保
し
、
生
涯
に

わ
た
っ
て
生
き
生
き
と
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。

子
ど
も
た
ち
が
豊
か
な
人
間
性

を
は
ぐ
く
み
、
生
き
る
力
を
身
に

付
け
て
い
く
た
め
に
は
、
何
よ
り

も
「
食
」
が
重
要
で
あ
る
。

今
、
改
め
て
、
食
育
を
、
生
き

る
上
で
の
基
本
で
あ
っ
て
、
知

育
、
徳
育
及
び
体
育
の
基
礎
と
な

る
べ
き
も
の
と
位
置
付
け
る
と
と

も
に
、
様
々
な
経
験
を
通
じ
て

「
食
」
に
関
す
る
知
識
と
「
食
」

を
選
択
す
る
力
を
習
得
し
、
健
全

な
食
生
活
を
実
践
す
る
こ
と
が
で

き
る
人
間
を
育
て
る
食
育
を
推
進

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

も
と
よ
り
、
食
育
は
あ
ら
ゆ
る

世
代
の
国
民
に
必
要
な
も
の
で
あ

る
が
、
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
食

育
は
、
心
身
の
成
長
及
び
人
格
の

形
成
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、

生
涯
に
わ
た
っ
て
健
全
な
心
と
身

体
を
培
い
豊
か
な
人
間
性
を
は
ぐ

く
ん
で
い
く
基
礎
と
な
る
も
の
で

あ
る
。

一
方
、
社
会
経
済
情
勢
が
め
ま

ぐ
る
し
く
変
化
し
、
日
々
忙
し
い

生
活
を
送
る
中
で
、
人
々
は
、
毎

食
育
の
総
合
的
な
促
進
に
関

す
る
事
項

1.

家
庭
に
お
け
る
食
育
の
推
進

2.

学
校
、
保
育
所
な
ど
に
お
け

る
食
育
の
推
進

3.

地
域
に
お
け
る
食
生
活
の
改

善
の
た
め
の
取
り
組
み
の
推
進

4.

食
育
推
進
運
動
の
展
開

食
育
月
間
　
毎
年
六
月

食
育
の
日
　
毎
月
十
九
日

5.

生
産
者
と
の
交
流
の
促
進
、

環
境
と
調
和
の
と
れ
た
農
林
業

の
活
性
化
な
ど

6.

食
文
化
の
継
承
の
た
め
の
活

動
へ
の
支
援
な
ど

7.

食
品
の
安
全
性
、
栄
養
そ
の

他
の
食
生
活
に
関
す
る
調
査
、

研
究
、
情
報
の
提
供
お
よ
び
国

際
交
流
の
推
進

食
育
の
推
進
に
関
す
る
施
策

を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推

進
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項

1.

多
様
な
関
係
者
の
連
携
・
協

力
の
強
化

2.

都
道
府
県
な
ど
に
よ
る
推
進

計
画
の
策
定

3.

積
極
的
な
情
報
提
供
と
国
民

の
意
見
な
ど
の
把
握

4.

推
進
状
況
の
把
握
と
効
果
な

ど
の
評
価
お
よ
び
財
政
措
置
の

効
率
的
・
重
点
的
運
用

5.

基
本
計
画
の
見
直
し

食
育
の
推
進
に
関
す
る
施
策

に
つ
い
て
の
基
本
的
な
方
針

1.

国
民
の
心
身
の
健
康
の
増
進

と
豊
か
な
人
間
形
成

2.

食
に
関
す
る
感
謝
の
念
と
理

念
3.

食
育
推
進
運
動
の
展
開

4.

子
ど
も
の
食
育
に
お
け
る
保

護
者
、
教
育
関
係
者
の
役
割

5.

食
に
関
す
る
体
験
活
動
と
食

育
推
進
活
動
の
実
践

6.

伝
統
的
な
食
文
化
、
環
境
と

調
和
し
た
生
産
な
ど
へ
の
配
意

お
よ
び
農
山
村
漁
村
の
活
性
化

7.

食
品
の
安
全
性
の
確
保
な
ど

に
お
け
る
食
育
の
役
割

食
育
の
推
進
の
目
標
に
関
す

る
事
項

1.

目
標
の
考
え
方

2.

食
育
の
推
進
に
あ
た
っ
て
の

目
標
値
の
設
定

「
食
」
に
関
す
る
消
費
者
と
生
産

者
と
の
信
頼
関
係
を
構
築
し
て
、

地
域
社
会
の
活
性
化
、
豊
か
な
食

文
化
の
継
承
及
び
発
展
、
環
境
と

調
和
の
と
れ
た
食
料
の
生
産
及
び

消
費
の
推
進
並
び
に
食
料
自
給
率

の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。

国
民
一
人
ひ
と
り
が
「
食
」
に

つ
い
て
改
め
て
意
識
を
高
め
、
自

然
の
恩
恵
や
「
食
」
に
関
わ
る

人
々
の
様
々
な
活
動
へ
の
感
謝
の

念
や
理
解
を
深
め
つ
つ
、「
食
」

に
関
し
て
信
頼
で
き
る
情
報
に
基

づ
く
適
切
な
判
断
を
行
う
能
力
を

身
に
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
心

身
の
健
康
を
増
進
す
る
健
全
な
食

生
活
を
実
践
す
る
た
め
に
、
今
こ

そ
、
家
庭
、
学
校
、
保
育
所
、
地

域
等
を
中
心
に
、
国
民
運
動
と
し

て
、
食
育
の
推
進
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
、
我
々
に
課
せ
ら
れ

て
い
る
課
題
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
食
育
の
推
進
に
関
す

る
我
が
国
の
取
組
が
、
海
外
と
の

交
流
等
を
通
じ
て
食
育
に
関
し
て

国
際
的
に
貢
献
す
る
こ
と
に
つ
な

が
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
る
。

こ
こ
に
、
食
育
に
つ
い
て
、
基

本
理
念
を
明
ら
か
に
し
て
そ
の
方

向
性
を
示
し
、
国
、
地
方
公
共
団

体
及
び
国
民
の
食
育
の
推
進
に
関

す
る
取
組
を
総
合
的
か
つ
計
画
的

に
推
進
す
る
た
め
、
こ
の
法
律
を

制
定
す
る
。

食
育
基
本
法
よ
り

日
の
「
食
」
の
大
切
さ
を
忘
れ
が

ち
で
あ
る
。

国
民
の
食
生
活
に
お
い
て
は
、

栄
養
の
偏
り
、
不
規
則
な
食
事
、

肥
満
や
生
活
習
慣
病
の
増
加
、
過

度
の
痩
（
そ
う
）
身
志
向
な
ど
の

問
題
に
加
え
、
新
た
な
「
食
」
の

安
全
上
の
問
題
や
、「
食
」
の
海

外
へ
の
依
存
の
問
題
が
生
じ
て
お

り
、「
食
」
に
関
す
る
情
報
が
社

会
に
氾
（
は
ん
）
濫
す
る
中
で
、

人
々
は
、
食
生
活
の
改
善
の
面
か

ら
も
、「
食
」
の
安
全
の
確
保
の

面
か
ら
も
、
自
ら
「
食
」
の
あ
り

方
を
学
ぶ
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。ま

た
、
豊
か
な
緑
と
水
に
恵
ま

れ
た
自
然
の
下
で
先
人
か
ら
は
ぐ

く
ま
れ
て
き
た
、
地
域
の
多
様
性

と
豊
か
な
味
覚
や
文
化
の
香
り
あ

ふ
れ
る
日
本
の
「
食
」
が
失
わ
れ

る
危
機
に
あ
る
。

こ
う
し
た
「
食
」
を
め
ぐ
る
環

境
の
変
化
の
中
で
、
国
民
の
「
食
」

に
関
す
る
考
え
方
を
育
て
、
健
全

な
食
生
活
を
実
現
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
都
市
と
農

山
漁
村
の
共
生
・
対
流
を
進
め
、

食
育
基
本
計
画
の

ポ
イ
ン
ト

計
画
期
間
は
平
成
十
八
年
度

か
ら
二
十
二
年
度
ま
で
の
五

年
間



人
間
の
体
は
、
食
事
を
と
る
と
消
化

器
系
が
刺
激
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
肛
門

の
筋
肉
が
緩
み
や
す
く
な
る
よ
う
に
で

き
て
い
ま
す
。
朝
食
後
ト
イ
レ
に
行
く

習
慣
を
つ
け
る
と
、
毎
朝
の
便
通
も
よ

く
な
り
、
イ
ラ
イ
ラ
す
る
こ
と
も
な
く

な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
太
り
に
く
い
体

に
な
り
ま
す
。

「
朝
ご
飯
を
抜
い
て
ダ
イ
エ
ッ
ト
し

よ
う
」
な
ん
て
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

こ
れ
は
、
食
事
の
回
数
が
減
り
、
間
隔

が
開
く
こ
と
で
体
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄

え
て
お
こ
う
と
働
き
ま
す
。
ま
た
、
基

礎
代
謝
も
悪
く
な
る
の
で
、
た
め
た
脂

肪
を
分
解
す
る
力
も
低
下
し
ま
す
。

こ
う
し
て
、
朝
ご
飯
を
抜
く
と
「
太

り
や
す
い
体
質
」
を
つ
く
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

忙
し
い
毎
日
で
す
が
、
家
族
そ
ろ
っ

て
楽
し
く
食
卓
を
囲
め
る
時
間
を
作
り

ま
し
ょ
う
。

ダ
イ
エ
ッ
ト
に
も
効
果
的

お
通
じ
が
よ
く
な
り
ま
す
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朝
ご
は
ん
は
、
身
体
の
活
動
・
維

持
・
代
謝
を
支
え
る
大
切
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
源
で
す
。

朝
食
に
は
、
寝
て
い
る
間
に
低
下
し

た
体
温
を
上
げ
る
作
用
が
あ
り
ま
す
。

朝
食
を
と
ら
な
い
と
、
脳
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
で
あ
る
ブ
ド
ウ
糖
が
不
足
し
て
、

集
中
力
や
活
気
が
出
ま
せ
ん
。
一
日
の

活
動
を
す
る
た
め
の
準
備
。
頭
と
体
を

動
か
せ
る
よ
う
に
朝
食
を
し
っ
か
り
食

べ
ま
し
ょ
う
。

体
温
が
上
が
り
、
ね
む
っ
て
い

た
身
体
が
動
き
は
じ
め
ま
す



4広報やまがた 2006.6

20
歳
〜
34
歳�

35
歳
〜
49
歳�

50
歳
〜
64
歳�

65
歳
以
上�

合
計
（
人
口
補
正
後
）�

20
歳
〜
34
歳�

35
歳
〜
49
歳�

50
歳
〜
64
歳�

65
歳
以
上�

合
計
（
人
口
補
正
後
）�

100％�

90％�

80％�

70％�

60％�

50％�

40％�

30％�

20％�

10％�

0％�

（ 男 ） � （ 女 ） �

　ほとんど毎日　　週4～5日　　週2～3日　　ほとんど食べない�

　無効回答　　不明�

100％�

90％�

80％�

70％�

60％�

50％�

40％�

30％�

20％�

10％�

0％�

　必ず食べる　　週に2.3日食べない　　週に4.5日食べない�

　ほとんど食べない　　無回答�

（幼　児）� （学　童）� （中学生）�

中
学
生�

高
学
年�

中
学
年�

低
学
年�

年
　
長�

年
　
中�

年
　
少�

男

20～34歳
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1

2
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1

1
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3

1

3
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0

0

0

0
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4
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2
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女

20～34歳

35～49歳

50～64歳

65歳以上
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12574
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45

9615

3
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1

1
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0

0

0
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週に4.5日
食べない
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食べる

ほとんど
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幼
児

年 少

年 中

年 長

183

224

230

194

246

241

511

556

502

288

10

15

8

1

0

0

0

2

1

0

5

2

5

3

3

0

19

25

25

1

3
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4

2

4

学
童

中
学
生

低学年

中学年

高学年

中学生

482

523
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268 15 3 2

健康山県21アンケートより（平成17年度）
人口補正後…合計は、山県市の人口構成（20～85歳）に変換して割合を算出

食育プログラム資料より（平成17年度）

グ
ラ
フ
の
内
容
に
つ
い
て

成
人
が
朝
食
を
摂
る
の
は
、

八
割
程
度
で
、
特
に
二
十
〜
三

十
四
歳
が
低
い
こ
と
か
ら
、
若

い
世
代
を
中
心
に
朝
食
を
と
ら

な
い
、
過
激
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
す

る
な
ど
の
問
題
が
み
ら
れ
ま
す
。

乳
幼
児
期
・
学
童
期
の
朝
食

欠
食
率
に
つ
い
て
は
六
〜

七
％
、
全
国
の
欠
食
率
は
九
％

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
全

国
に
比
べ
て
欠
食
率
は
低
い
状

態
で
す
。

朝
食
は
活
動
の
源

朝
食
を
毎
日
食
べ
て
も
、
朝

食
の
内
容
に
パ
ン
の
み
、
牛
乳

の
み
、
パ
ン
と
牛
乳
の
み
と
い

っ
た
偏
り
が
見
ら
れ
、
食
事
内

容
の
悪
さ
が
気
に
な
り
ま
す
。

炭
水
化
物
（
ご
飯
・
パ
ン
な

ど
）
・
た
ん
ぱ
く
質
（
魚
・

肉
・
豆
腐
・
卵
な
ど
）
・
ビ
タ

ミ
ン
類
（
野
菜
・
果
物
な
ど
）

を
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
て
摂
取

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

朝食摂取状況（普段、朝食をとりますか）

成人（男・女）

幼児・学童

合 計
（人口補正後）

合 計
（人口補正後）

各学年
1学級抽出（ ）



男
子
厨
房
ク
ラ
ブ

夏
休
み
お
や
こ
料
理
教
室
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近
年
の
め
ま
ぐ
る
し
い
食
環
境
の
変

化
か
ら
、
あ
る
ゆ
る
年
代
に
食
育
が
必

要
と
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

市
に
は
、
食
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
担
っ
て
い
る
団
体
が
あ
り
ま
す
。

「
食
」
に
つ
い
て
、
二
つ
の
団
体
と
と
も

に
食
育
推
進
を
行
っ
て
ま
す
。

○
食
生
活
改
善
活
動
を
地
域
に
普
及

す
る
た
め
の
食
生
活
改
善
連
絡
協
議

会
（
地
域
の
人
々
が
、
生
活
習
慣
病

予
防
を
目
的
と
し
て
食
へ
の
関
心
を

高
め
る
た
め
の
研
修
会
な
ど
）

○
子
ど
も
た
ち
に
食
育
を
伝
え
る
食

育
推
進
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
調
理
の
体

験
か
ら
食
育
を
進
め
る
ク
ッ
キ
ン
グ

班
と
体
の
し
く
み
や
栄
養
の
知
識
を

養
う
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
班
）

こ
の
二
つ
の
団
体
活
動
で
は
、
男
子

厨
房
ク
ラ
ブ
・
夏
休
み
お
や
こ
料
理
教

室
・
地
域
伝
達
講
習
会
を
行
っ
て
い
ま

す
。

市
内
の
男
性
を
対
象
に
、
六
月
よ
り

年
四
回
開
講
し
ま
す
。
自
分
の
体
重
や

塩
分
、
食
事
の
と
り
方
な
ど
の
学
習
と

と
も
に
調
理
実
習
を
行
い
ま
す
。
旬
の

野
菜
を
利
用
し
、
男
性
だ
け
で
調
理
す

る
教
室
。

▼
日
時

六
月
二
十
九
日
�午

前
十
時
〜

▼
定
員

三
十
人

▼
参
加
費

一
回
五
百
円

▼
申
し
込
み

六
月
二
十
三
日
�
ま
で

に
、
健
康
課
へ
電
話
に
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い

調
理
の
体
験
を
通
し
て
、
食
へ
の
関

心
を
高
め
、
親
子
で
食
の
見
直
し
を
図

る
教
室
で
す
。

お
や
こ
教
室
は
、
夏
休
み
に
各
地
域

の
会
場
で
開
催
。
広
報
や
ま
が
た
七
月

号
で
募
集
し
ま
す
。

「
食
」
に
つ
い
て
、
二
つ
の
団
体
と

と
も
に
食
育
推
進
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
こ
の
機
会
に
自
分
の

「
食
」
に
つ
い
て
見
直
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
教
室
に
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課
　
　
　
�
22
―

6
8
3
9

地
域
伝
達
講
習
会

食
育
で
育
む

心
と

体

1.食べ物と身体の関係がわかる
2. 食べ物の生産と流通を理解する
3. 食べ物を選択できる
4. 料理ができる
5. 食を楽しむ

食育5つのポイント

（木）

（金）
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最
近
は
健
康
ブ
ー
ム
と
も
い
わ
れ
、

メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
様
々
な
健
康
に
関
す

る
情
報
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

頭
が
痛
い
・
胃
が
重
苦
し
い
…
と
す

ぐ
に
医
療
機
関
で
受
診
す
る
人
が
多
い

と
思
い
ま
す
が
、「
歯
」
に
つ
い
て
は
ど

う
で
す
か
？

『
歯
の
衛
生
週
間
』、
こ
の
機
会
に

歯
の
こ
と
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

子
ど
も
た
ち
の
こ
と
？
と
思
わ
れ
が

ち
で
す
が
、
最
近
は
職
場
に
携
帯
用
歯

み
が
き
セ
ッ
ト
を
持
ち
歩
く
人
が
多
く

み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

食
後
に
口
の
中
を
き
れ
い
に
す
る
こ

と
は
、
虫
歯
に
な
る
こ
と
を
防
ぐ
だ
け

で
な
く
、
歯
ぐ
き
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
効
果

と
爽
快
感
や
口
の
中
を
『
見
る
』
い
い

機
会
に
な
り
ま
す
。

●
歯
ブ
ラ
シ
・
糸
よ
う
じ

歯
間
ブ
ラ
シ
を
使
っ
て

薬
局
な
ど
に
は
、
様
々
な
お
口
の
手

入
れ
グ
ッ
ズ
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
歯

ブ
ラ
シ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ぜ
ひ
使

っ
て
い
た
だ
き
た
い
の
が
『
糸
よ
う
じ
』

や
『
歯
間
ブ
ラ
シ
』
で
す
。

歯
ブ
ラ
シ
を
使
っ
て
ど
ん
な
に
正
し

く
み
が
い
て
も
、
歯
と
歯
の
間
の
歯
垢

ま
で
取
り
除
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

歯
間
ブ
ラ
シ
や
糸
よ
う
じ
を
使
っ
て

み
る
と
、
使
っ
た
後
の
歯
と
歯
の
間
の

す
っ
き
り
し
た
感
じ
が
わ
か
り
ま
す
。

お
口
の
中
を
健
康
に
保
っ
て
い
く
に

は
、
毎
日
の
手
入
れ
と
定
期
的
な
歯
科

健
診
が
大
切
で
す
。

「
な
か
な
か
歯
科
医
院
を
受
診
す
る

チ
ャ
ン
ス
が
な
く
て
…
」
と
思
っ
て
い

る
人
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
お
口
の
中

の
健
康
診
断
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

歯
科
健
診
は
十
八
歳
以
上
（
四
月
一

日
現
在
）
の
人
を
対
象
に
無
料
で
行
い

ま
す
。
ぜ
ひ
み
な
さ
ん
お
越
し
く
だ
さ

い
。

左
記
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。（
当

日
は
基
本
健
康
診
査
の
結
果
説
明
会
と

同
時
に
実
施
し
ま
す
が
、
歯
科
健
診
の

み
で
も
受
診
で
き
ま
す
）

※
受
診
当
日
は
、
健
康
手
帳
（
フ
ァ
イ

ル
）
を
持
参
し
、
歯
み
が
き
を
し
て

き
て
く
だ
さ
い
。

※
日
程
は
、
山
県
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

〈
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
〉
に
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。

歯科健診日
6/20�
6/22�
6/27�
6/30�
7/04�
7/06�
7/11�
7/12�
7/13�
7/19�
7/20�
7/24�
7/28�
7/31�
8/08�
8/11�
8/17�
8/22�
8/24�
8/25�
8/28�
8/29�

会　場　名
原公民館
美山支所
構造改善センター
富波公民館

西武芸公民館

伊自良福祉センター

梅原公民館
桜尾公民館
大桑公民館

ふれあいセンター

乾公民館
ふれあいセンター

受付時間

午
後
1
時
30
分
〜
午
後
2
時
30
分

「
歯
の
衛
生
週
間
」
は

六
月
四
日
〜
十
日
ま
で

六
月
〜
八
月
に
か
け
て

「
成
人
歯
科
健
診
」
を
実
施

今
年
の
標
語

『
ご
ち
そ
う
さ
ま
。

お
は
し
を
ブ
ラ
シ
に
持
ち
か
え
る
』

（火）

（木）

（火）

（金）

（火）

（木）

（火）

（水）

（木）

（水）

（木）

（月）

（金）

（月）

（火）

（金）

（木）

（火）

（木）

（金）

（月）

（火）
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市
で
は
、
平
成
十
八
年
度
か
ら
三
・

四
カ
月
健
診
時
に
、
お
母
さ
ん
の
歯
科

健
診
を
始
め
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
お
母
さ
ん
に
自
分
の
口
の

中
の
状
態
を
知
っ
て
も
ら
い
、
お
母
さ

ん
の
虫
歯
菌
が
原
因
で
感
染
す
る
、
母

子
感
染
を
防
ぐ
こ
と
が
目
的
で
す
。

虫
歯
の
原
因
と
な
る
ミ
ュ
ー
タ
ン
ス

菌
の
検
査
は
、
唾
液
で
簡
単
に
検
査
で

き
ま
す
。

こ
の
機
会
に
お
口
の
中
に
関
心
を
持

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

歯
周
病
の
チ
ェ
ッ
ク
項
目
に
当
て
は

ま
る
人
は
、
口
の
中
か
ら
危
険
信
号
が

出
て
い
ま
す
。
歯
科
検
診
を
お
勧
め
し

ま
す
。

日
本
人
の
九
割
は
、
ミ
ュ
ー
タ
ン
ス

菌
を
持
っ
て
い
ま
す
。

虫
歯
が
あ
る
人
は
、
ま
ず
、
虫
歯
の

治
療
を
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
ミ
ュ

ー
タ
ン
ス
菌
を
減
ら
す
努
力
を
し
ま
し

ょ
う
。

歯
科
で
、
ミ
ュ
ー
タ
ン
ス
菌
の
検
査

を
受
け
、
自
分
の
口
の
中
の
状
態
を
知

る
機
会
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

堅い歯に穴が開いてしまうむし歯。むし歯はミュ
ータンス菌の感染によっておきます。
ミュータンス菌は、砂糖を栄養源としており、酸を
出して歯をとかします。ミュータンス菌は生後6カ月
から3歳の間にもっとも感染しやすく、一度感染して
しまえば一生その種類のミュータンス菌を持ち続け
ます。
感染の機会を少なくするには、子どもの身近な人

（母親など）のミュータンス菌を減らすことです。ま
た、同じ箸で食べたり、口うつしで食べさせないこ
とも大切です。

感
染
し
て
い
る
子
ど
も
の
率
（
％
）�

母親の口内のむし歯菌（ミュータンス菌　）の数�

1万以下� 1万～10万� 10万～100万� 100万～�

8.5％�

16.0％� 14.3％�

58.0％�

お子さんのむし歯予防には�
まずお母さんのお口の健康が大切です。�

①歯肉がピンクでなく赤い
②歯と歯の間の歯肉が丸くふくらんでいる
③歯肉が腫れてぶよぶよしている
④歯肉がむずがゆく、歯が浮いた感じ
⑤歯みがきなどで出血する
⑥歯が長くなったような気がする
⑦口臭が強くなった
⑧歯に食べ物がはさまりやすい

①フッ素入り歯みがき剤を使って1日3回歯
みがきをする

②食事と食事の間隔をなるべく長くあける
③甘いものは、だらだら食べずに、食事と
セットにする

④スポーツドリンク、ジュースなどは、食
事中に飲むようにして、食事以外の時間
にはお茶か水にする

⑤食後にキシリトールガムやキシリトール
タブレットを摂る

三
・
四
カ
月
健
診
に

お
母
さ
ん
の
歯
科
健
診
を
実
施

▼
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課
　
　
　
�
22
―

6
8
3
9

虫
歯
と
歯
周
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

歯
科
健
診
、
唾
液
検
査
の
様
子
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五
月
十
二
日
、山
県
市
議
会
臨
時
会

を
開
催
。
議
長
、副
議
長
の
選
出
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
議
長
に
は
久
保
田
　
氏
、副

議
長
に
は
横
山
善
道
氏
が
、監
査
委
員

に
は
村
瀬
伊
織
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

各
委
員
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
◎
委
員
長
、○
副
委
員
長
）

議
会
運
営
委
員

◎
藤
根
圓
六
　
○
横
山
善
道

後
藤
利
　
　
武
藤
孝
成
　
影
山
春
男

総
務
委
員
会

◎
後
藤
利
　
　
○
河
口
國
昭
　

尾
関
律
子
　
横
山
哲
夫
　
村
瀬
隆
彦

横
山
善
道
　
小
森
英
明
　
久
保
田
　

産
業
建
設
委
員
会

◎
武
藤
孝
成
　
○
田
垣
隆
司
　

谷
村
松
男
　
中
田
静
枝
　
藤
根
圓
六

村
橋
安
治
　
村
瀬
伊
織

文
教
厚
生
委
員
会

◎
影
山
春
男
　
○
宮
田
軍
作

吉
田
茂
広
　
寺
町
知
正
　
渡
辺
政
勝

藤
垣
邦
成
　
大
西
克
巳

東
海
環
状
及
び
幹
線
道
路
整
備
促
進
特

別
委
員
会

◎
谷
村
松
男
　
○
吉
田
茂
広

尾
関
律
子
　
寺
町
知
正
　
宮
田
軍
作

小
森
英
明
　
武
藤
孝
成
　
村
瀬
伊
織

影
山
春
男
　
大
西
克
巳
　
後
藤
利
　

環
境
保
全
対
策
特
別
委
員
会

◎
村
瀬
隆
彦
　
○
横
山
哲
夫

渡
辺
政
勝
　
田
垣
隆
司
　
中
田
静
枝

藤
根
圓
六
　
河
口
國
昭
　
村
橋
安
治

横
山
善
道
　
藤
垣
邦
成

岐
北
衛
生
施
設
利
用
組
合

大
西
克
巳

こ
の
た
び
の
市
議
会
臨
時
会
に
お
き

ま
し
て
、
議
員
各
位
の
温
か
い
ご
支
持

を
賜
り
、
副
議
長
に
選
出
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
浅
学
非
才
の
身
で
あ
り
ま

す
が
、
あ
ら
た
め
て
職
責
の
重
さ
を
痛

感
し
、
議
長
の
補
佐
役
と
し
て
全
力
を

尽
く
し
議
会
運
営
に
努
力
い
た
す
所
存

で
あ
り
ま
す
。

国
や
地
方
と
も
に
財
政
の
厳
し
い

中
、
無
駄
を
省
き
、
効
率
の
良
い
行
財

政
の
改
革
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
も
、
行
き
届
い
た
住
民

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
実
現
の
為
に
、

議
会
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
を
強
く
認
識

し
、
是
々
非
々
の
議
論
を
重
ね
て
、
職

責
を
全
う
し
負
託
に
応
え
て
参
り
ま

す
。合

併
後
三
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
市

の
課
題
は
山
積
み
し
て
お
り
ま
す
が
、

将
来
を
見
据
え
ま
す
と
、
第
一
に
東
海

環
状
自
動
車
道
の
早
期
着
工
は
、
市
の

活
性
化
、
住
民
の
利
便
性
向
上
の
為
に

も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
市
の
持
ち

味
で
あ
り
ま
す
豊
か
な
自
然
が
あ
り
な

が
ら
、
岐
阜
市
に
近
い
立
地
条
件
を
生

か
し
た
街
づ
く
り
に
は
、
市
民
の
皆
様

の
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
、
行
政
・
議

会
の
両
輪
が
一
丸
と
な
っ
て
、
住
み
や

す
い
山
県
市
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
何
卒
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

初
夏
の
風
も
す
が
す
が
し
い
こ
ろ
と

な
り
ま
し
た
。
市
民
の
皆
様
に
は
ご
健

勝
に
て
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
、
不
肖
私
、
議
員
の
皆
様

方
の
御
推
挙
に
よ
り
ま
し
て
、
市
議
会

議
長
の
要
職
に
就
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
身
に
余
る
光
栄

で
あ
り
、
衷
心
か
ら
感
謝
を
申
し
あ
げ

る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
、
自
ら
の
浅
学
非
才
を
顧
み
ま

し
て
、
職
責
の
重
さ
を
一
層
痛
感
い
た

し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
こ
に
皆
様
の
ご

推
薦
を
受
け
ま
し
た
う
え
は
、
本
市
の

発
展
と
市
民
福
祉
の
推
進
に
、
誠
心
誠

意
努
力
い
た
す
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

国
が
進
め
て
い
ま
す
三
位
一
体
の
改

革
と
地
方
分
権
は
、
益
々
私
ど
も
の
地

方
自
治
体
に
厳
し
い
財
政
負
担
を
強
い

る
と
共
に
権
限
委
譲
に
よ
り
仕
事
量
が

増
え
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ

う
し
た
環
境
に
あ
り
な
が
ら
も
常
に
市

民
福
祉
の
向
上
を
願
い
、
議
会
と
理
事

者
は
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
円
滑
な
る
市

政
運
営
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

な
に
と
ぞ
、
市
民
の
皆
様
方
の
一
層

の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。
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四
月
十
九
日
�
に
開
催
さ
れ
た
山
県

市
自
治
会
連
合
会
会
議
に
お
い
て
、
各

地
区
連
合
会
長
十
四
人
に
よ
る
互
選

で
、
次
の
方
々
が
役
員
と
な
ら
れ
ま
し

た
。会

長
に
高
富
地
区
の
丹
羽
英
之
さ

ん
、
副
会
長
に
伊
自
良
南
地
区
の
川
島

清
夫
さ
ん
と
西
武
芸
地
区
の
加
藤
憲
幸

さ
ん
、
会
計
に
梅
原
地
区
の
土
井
健
さ

ん
、
監
事
に
伊
自
良
北
地
区
の
棚
橋
石

根
さ
ん
と
、
乾
地
区
の
長
屋
孝
さ
ん

が
、
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
今
後
も
市
と

の
パ
イ
プ
役
と
し
て
地
域
の
た
め
に
お

力
添
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

高
　
　
富
　
　
　
丹
羽
　
英
之

富
　
　
岡
　
　
　
福
井
　
廣
行

梅
　
　
原
　
　
　
土
井
　
　
健

桜
　
　
尾
　
　
　
武
藤
　
春
美

大
　
　
桑
　
　
　
矢
島
　
直
邦

伊
自
良
北
　
　
　
棚
橋
　
石
根

伊
自
良
南
　
　
　
川
島
　
清
夫

北
　
　
山
　
　
　
長
屋
　
　
勝

原
　
　
　
大
西
与
志
巳

谷
　
　
合
　
　
　
松
村
　
廣
光

北

武

芸
　
　
　
早
川
　
公
明

乾

長
屋
　
　
孝

富
　
　
波
　
　
　
植
村
　
茂
武

西

武

芸
　
　
　
加
藤
　
憲
幸

丹羽英之　会長

川島清夫　副会長

加藤憲幸　副会長

山県市情報公開条例第34条の規定による平成17年度の情報公開の実施状況、山県市個人情報保護条例第29条
の規定による平成17年度の個人情報保護制度の運用状況を公表します。

1― ① 情報公開の開示請求・公開の状況　　　　　　　2 ― ① 個人情報取扱事務の届出の状況

1― ②非開示理由　　　　文書不存在のため　5件
1― ③不服申立ての状況　該当無し

◎問い合わせ先　総務課　　22－6820

2― ② 開示請求の状況　　　　該当無し
2― ③訂正・削除の請求状況　該当無し
2― ④不服申立ての状況　　　該当無し

実　施　機　関

総務部 等
企　画　部
市　民　部
保健福祉部
産業経済部
基盤整備部
消 防 本 部
水　道　部

教 育 委 員 会
選挙管理委員会
公 平 委 員 会
監　査　委　員
農 業 委 員 会

固定資産評価審査委員会
議　　会
合　　計

開示請求
件　数
3

3

1

7

2

2

1

3

1

5

処　理　状　況
全部開示 部分開示 不開示

市
　
　
　
長

実　施　機　関

総務部 等
企　画　部
市　民　部
保健福祉部
産業経済部
基盤整備部
消 防 本 部
水　道　部

教 育 委 員 会
選挙管理委員会
公 平 委 員 会
監　査　委　員
農 業 委 員 会

固定資産評価審査委員会
議　　会
合　　計

届出累計
件　数
15
8

43

22

8
162

3
261

43

3

46

80

80

15
8

22

8
79

3
135

処　理　状　況
H15 H16 H17

市
　
　
　
長

山
県
市
自
治
会
連
合
会
役
員
紹
介

山
県
市
自
治
会
連
合
会
役
員
紹
介�
山
県
市
自
治
会
連
合
会
役
員
紹
介�

平成�17年度　情報公開の実施状況及び個人情報保護制度の運用状況�

（水）



10広報やまがた 2006.6

4月15日、文化の里花咲きホールで「ワール
ドパーカッションライブ」を開催しました。
日本の和太鼓、韓国のチャンゴ、西アフリカ

地域のジャンベという楽器の異文化が交じり合
った高揚感のある演奏に、会場からは大きな拍
手が送られました。
なかでも、ジャンベ奏者NOB（ノブ）さんの

「アボロマー　アボロマー　エー！」（一緒に踊
りましょう！）との呼びかけに、来場者が「ア
ボロマー…」と大きな声で答える場面もあり、
演奏者と一緒になって楽しみました。

アボロマー（エー！）
ワールドパーカッションライブ

4月5日、佐賀の「リストランテ フェリーチ
ェ」で、市と市商工会が地元企業就職者を歓迎
する集いを行いました。
今年は、6社から30人が参加。岐阜市の中小

企業診断士　澤芳美さんの講演の後、イタリア
料理を楽しみながらテーブルマナーを学びまし
た。
新社会人代表の金城光枝さんは、「各企業の

発展が地域社会の繁栄につながると信じ、自分
の能力を花咲かせたい」とあいさつをされまし
た。

日々勉強することが大切
地元企業新就職者歓迎の集い

4月18日、四国山香りの森公園香り会館で日
本バイオフラワー協会インストラクターの徳田
加津江さんを講師に招き、プリザーブドフラワ
ーの染色を楽しむ講習会を行いました。
プリザーブドフラワーとは、生花のみずみず

しさを長く楽しむために、花を特殊な液で約3
日染色して作ります。
この日は、バラの花を使って、自分だけの作

品づくりに挑戦しました。

どんな色に染まるかしら？
プリザーブドフラワー講習会
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4月24日、ふれあいセンターで4～8カ月のお
子さんを対象に「子育てについて学びながらた
くさんのお友達を作りましょう」とミルキーキ
ッズが開催されました。
この日は、ミルママ（ミルキーママボランテ

ィア）5人、指導者2人と親子28人が参加。
参加者は、「離乳食や夜泣きなど身近な話題

で勉強になりました。こういった会に参加する
と友だちも増えるのでうれしいです」と話され
ていました。

いっしょに笑おっ・学ぼうよ　
ミルキーキッズ

4月8日、東深瀬で休耕畑を利用した農業技
術講習会（ジネンジョやカボチャの苗植）が行
われました。（社）シルバー人材センター主催。
この日は、会員35人が仲間とふれあいながら

耕作し汗を流しました。
ジネンジョの定植では、1m程のパイプに無

菌の赤土を入れ、40cmの深さに15度の角度を
つけて植えました。会員らは、種芋の向きを間
違えないようにと緊張気味に芋を置き、目印に
なる案内棒を立てました。
秋の収穫が楽しみですね。

シルバー農園でも楽しんでます
農業技術講習会

4月10日、高富地区におけるあんしん歩行エ
リア協議会（委員長秋山孝正岐阜大学工学部社
会基盤工学科教授）の委員ら3人が、市長室を
訪れ「高富地区における安全で快適な道づくり
計画の提言書」を提出されました。
これは、高富小学校区の一部分を「あんしん

歩行エリア」として指定し、住民と行政が一体
となって策定。
アンケート調査、危険な道路・交差点の現地

調査などみんなの声でまとめられた提言書で、
今後高富地区は、この道づくり計画に基づき整
備を進められます。

あんしんして歩ける まちづくり
高富地区における安全で快適な道づくり計画



12広報やまがた 2006.6

4月7日、人権擁護委員として人権擁護の高
揚に尽くされた大森の島戸一夫さんに、岐阜地
方法務局人権擁護課中尾課長から「法務大臣表
彰状」が伝達されました。
島戸さんは平成6年から12年間、地域の相談

者として尽力されました。
島戸さんは「感慨無量。人とのかかわりの中

で、わたしが勉強をさせていただきました。こ
れからも、できる限り、人のために尽くしたい
です」と話されていました。

ありがとうございました
人権擁護委員島戸一夫さんに感謝状

高富地区の休耕田を活用し、沿道の景観整備
に努めようと、ボランティア15人（杉山秋夫代
表）が昨年5月、約1,400m2の田に種をまきま
した。
春には「菜の花」が一面見事に咲き、あざや

かな黄色に目を奪われました。
メンバーたちは、「周辺住民や通行される人

たちに見ていただき、心を和ませていただけた
らと思います」と話されていました。

きれいに咲いたよ 咲かせたよ
沿道景観整備事業

今年で5周年を迎えるたかとみスポーツクラ
ブ、「いつでも、どこでも、だれもが、いつまで
も気軽に参加できる」生涯学習。
4月8日、総合体育館で行われたスタートの会

に、会員と指導者、約260人が参加しました。
この会は、会員がほかの種目の人や他地区の

人と仲良くなることと、指導者同志が情報交換
し相互の連携を深め、資質向上に努めることを
目的とされています。
この日、参加者たちは、大縄跳びやドッチビ

ーで交流を深めました。

みんな集まれ みんな仲良し
たかとみスポーツクラブスタートの会
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4月18日、大桑の四国山香りの森公園の駐車
場で、山県市消防職員が県交通機動隊から講師
を招き、緊急自動二輪車（赤バイ）の訓練を行
いました。
この日は、9人が参加。職員らは、燃料、車

輪など日常的な車両点検などの説明を受けた後、
乗車姿勢や基本走行、応用走行を訓練しまし
た。
また、山火事などの緊急出動に備え、いち早

く現場に到着して情報収集を行えるようスラロ
ーム走行や急ブレーキをかけたときの感覚も体
感しました。

日ごろの訓練が大切です

赤バイ運転訓練開始

このほど、山県市消防本部において、市内で
発生した建物火災の初期消火者（近藤正夫氏、
木田俊彦氏、木田政美氏、土田弥三夫氏）四人
に感謝状が贈られました。
上野南消防署長は、「消防隊員が到着するま

でに、ほぼ鎮圧状態に消火し、被害を最小限に
食い止めていただき、ありがとうございました」
とお礼の言葉を述べました。
木田さんらは、「気が動転してホースも延ば

せませんでした。消防団員としてお世話になっ
たときの恩返しができてよかったです」と話さ
れていました。

ありがとうございました

消防本部初期消火者感謝状贈呈式

5月2日、グリーンプラザみやまコテージ村
で、豊田市在住のブラジル国籍マルセロ・オダ
ギリさんとアマンダ・フジタさんが結婚式を挙
げられました。
コテージ村での結婚式挙行は初めて。式に参

加した150人が二人の門出を祝福しました。
6度ほどコテージ村を訪れた二人は、このま

ちの「自然の香り」が気に入って式場にと選び
ました。
イメージどおりの結婚式に大満足のお二人で

した。末永くお幸せに！

お幸せに！　
コテージ村で初めての結婚式
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試験案内・申込書交付開始予定日
6月30日�

消 防 職（高校卒程度）

受 付 期 間（予定）
7月3日�～7月21日�

職種区分

第1次試験
9月17日�

市の指定する申込書および調査票を6月1日（木）～6月13日（火）午後5時15分までに秘書広報課へ
提出してください。
【注意】郵送での申し込みは、6月13日（火）必着とします。

書類に不備がある場合は、受け付けることができませんのでご注意ください。

○第1次試験…7月23日（日）に教養試験、専門試験および適性検査を行います。
○第2次試験…8月下旬から9月上旬（予定）に論文試験および口述試験を行います。

原則として平成19年4月1日

◆職員採用試験に関する詳しい「案内」及び「申込書類」は次のいずれかの方法で入手できます。

1．窓口で交付（土曜日、日曜日を除く午前8時30分～午後5時15分）
山県市役所2階総務部秘書広報課・伊自良支所・美山支所・西武芸出張所

2．郵送請求

①A4判が折らずに入る大きさ（角形2号）の返信用封筒を用意し、郵便番号・住所・氏名を明記する。
②返信用封筒に120円分の返信用切手を貼る。
③返信用封筒を別の封筒に入れ、封筒の表に「採用試験申込書類請求」と朱書きし、職種区分を明
記して下記に請求してください。

【請求先】〒501－2192 山県市高木1000番地1 山県市役所総務部秘書広報課
3．採用試験案内のみは、市ホームページからダウンロードして印刷できます。

http://www.city.yamagata.gi fu. jp/

◆その他の職員採用試験日程

2. 受験手続

3. 試験日時及び方法

4. 採用予定時期

受 験 資 格

昭和45年4月2日から昭和55年4月1日までに生まれた
人で、一級建築士の免許を有している人

昭和55年4月2日から昭和62年4月1日までに生まれた
人で、保育士資格を有する人または平成18年度中に取
得見込みの人

職種区分

建　築

保育士

学歴区分

大学卒程度

短大卒程度

採用予定人員

1名程度

2名程度

1. 職種区分・学歴区分・採用予定人員及び受験資格

※受験資格、採用職種、採用予定人員などの詳細については、「広報やまがた」・ホームページでお知らせします。

◆問い合わせ先　秘書広報課　�22－6821

URL

（日） （月） （金）（金）
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今
回
の
有
線
テ
レ
ビ
局
職
員
（
二

人
）
に
よ
る
公
金
等
横
領
事
件
は
、

『
極
め
て
残
念
で
許
し
が
た
く
』
市

政
の
責
任
者
と
し
て
心
か
ら
市
民
の

皆
様
に
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

特
に
、
地
域
情
報
化
計
画
に
基
づ

き
市
全
域
へ
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
に
よ

る
有
線
テ
レ
ビ
網
の
整
備
を
行
い
、

有
線
テ
レ
ビ
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
サ
ー
ビ
ス
、
Ｉ
Ｐ
電
話
サ
ー
ビ
ス

な
ど
を
提
供
す
る
事
業
を
推
進
し
て

い
た
だ
け
に
、
今
回
の
事
件
は
、
大

変
遺
憾
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
ふ
ま
え
、
改
め
て
公

金
な
ど
の
管
理
体
制
に
つ
い
て
も
厳

し
く
点
検
し
、
二
度
と
こ
う
し
た
こ

と
を
起
こ
さ
な
い
シ
ス
テ
ム
づ
く
り

と
体
制
確
立
に
全
力
で
取
り
組
む
と

と
も
に
、
綱
紀
粛
正
と
倫
理
観
の
醸

成
に
努
め
、
市
民
の
信
頼
回
復
に
不

退
転
の
決
意
で
臨
ん
で
参
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
有
線
テ
レ
ビ
事
業
に
つ
き

ま
し
て
は
、
今
後
と
も
有
線
テ
レ
ビ

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で

ご
理
解
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

市
職
員
公
金
等
横
領
事
件

市
民
の
皆
様
に
心
か
ら

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
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『自主点検 欠かさぬあなたに グランプリ』
6月4日（日）～6月10日（土）は危険物安全週間

火事・救急・救助は119番
山県市消防本部・山県市危険物安全協会

�22－0119

四
月
、
市
消
防
団
長
武
藤
嘉
邦
氏

（
大
桑
在
住
）
が
岐
阜
県
消
防
協
会

長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

武
藤
協
会
長
に
は
、
昭
和
四
十
六

年
に
旧
高
富
町
消
防
団
に
入
団
以

来
、
地
域
の
人
々
の
た
め
に
日
々
ご

尽
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

消
防
団
に
携
わ
っ
て
三
十
五
年
と

い
う
長
い
間
、
周
り
の
皆
さ
ん
に
支

え
ら
れ
て
こ
こ
ま
で
こ
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、

何
事
に
も
協
力
し
て
く
れ
る
家
族
に

は
、
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

昭
和
五
十
一
年
の
9
・
12
の
集
中

豪
雨
災
害
時
に
、
一
家
の
あ
る
じ
で

あ
り
な
が
ら
、
何
日
も
家
を
空
け
復

旧
活
動
に
務
め
た
こ
と
は
、
心
苦
し

い
思
い
出
で
す
。

昭
和
六
十
二
年
、
旧
山
県
郡
で
県

消
防
操
法
大
会
会
場
を
受
け
持
っ
た

際
、
県
指
導
員
と
し
て
出
場
選
手
と

と
も
に
練
習
に
励
み
、
地
元
会
場
で

入
賞
で
き
た
こ
と
は
、
大
変
う
れ
し

い
思
い
出
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。

名
誉
あ
る
岐
阜
県
消
防
協
会
長
に

就
か
せ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
は
光
栄

で
あ
り
、
名
に
恥
じ
ぬ
よ
う
頑
張
り

ま
す
。
皆
さ
ん
ご
協
力
お
願
い
し
ま

す
。

武
藤
嘉
邦

履　　歴

昭和46年　旧高富町消防団入団
昭和62年　旧高富町消防団長就

任
平成10年　岐阜県消防協会副会

長就任
平成14年　藍綬褒章　受賞
平成18年　岐阜県消防協会会長

就任

危険物流出事故撲滅のお願い
市内では、平成17年度も危険物が河川などへ流出した事故が数

件発生しました。
たとえ少量の流出でも河川を汚染し市民生活は被害を受けます。

さらには、近隣の市町村へもご迷惑をお掛けすることとなります。
各家庭・各企業にて、危険物の取り扱いには細心の注意を払っ

ていただき、自分たちの手で山県市の美しい河川を守っていきま
しょう。
万一、危険物の流出・不法な取り扱い業者を目撃された人は、

消防本部予防課までご連絡下さい。

第
四
回

山
県
市
消
防
操
法
大
会

日
　
時
　
六
月
四
日
�
午
前
九
時
〜

場
　
所
　
伊
自
良
総
合
運
動
公
園

（日）
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も
、
高
齢
者
は
「
い
じ
め
」
や
「
ひ

ど
い
こ
と
」
と
感
じ
て
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
虐
待
を
し
て
い
る
こ
と
に

気
づ
い
て
い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
理

由
で
歯
止
め
が
き
か
な
く
な
っ
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

＊
こ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

下
記
の
チ
ェ
ッ
ク
表
で
確
認
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

虐
待
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
て
い

ま
す
。

本
人
、
家
族
以
外
の
人
で
も
、
気

づ
か
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
虐
待
っ
て
な
ぁ
に
？

＊
高
齢
者
の
介
護
、
が
ん
ば
り
す
ぎ

て
い
ま
せ
ん
か
？

高
齢
社
会
と
少
子
化
に
よ
り
個
人

や
家
族
で
の
介
護
が
困
難
に
な
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
高
齢
者
の
介

護
、
そ
し
て
「
虐
待
」
が
大
き
な
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
介
護
は
考
え
る
以
上
に

大
変
で
す
。
高
齢
者
の
虐
待
が
増
え

て
い
る
こ
と
の
原
因
の
ひ
と
つ
に
は

「
介
護
者
の
心
身
の
疲
労
」
が
あ
り

ま
す
。
介
護
は
長
期
に
わ
た
る
こ
と

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
家
族
だ
け
で
が
ん
ば
っ
て

も
、
限
界
が
あ
り
ま
す
。
一
人
で
抱

え
込
ま
な
い
で
、
社
会
の
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
や
、
専
門
機
関
（
医
療
機
関

や
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な

ど
）
へ
相
談
さ
れ
る
こ
と
も
大
切
で

す
。

＊
高
齢
者
虐
待
と
は
、
ど
の
よ
う
な

こ
と
？

介
護
者
が
、
自
分
で
は
「
介
護
」

で
あ
り
、「
い
た
わ
り
」
と
思
う
こ
と

▼
問
い
合
わ
せ
先

長
寿
福
祉
課

（
山
県
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

�
22
―

6
8
3
8

□　言うことを聞かないので、口をきかないようにしている。
□　徘徊するので、部屋から出れないようにしている。
□　経済的に苦しいので、病院へ連れて行くのを控えている。
□　寝たきりや認知症であるため、本人を訪ねてくる人があっても会
わせないようにしている。

□　通帳を預かり、本人に無断で使っている。
□　介護や世話が大変なので、ついつい怠ってしまう。
□　言うことを聞かないので、ののしったりしてしまう。
□　ひげやつめが伸び放題だったり、皮膚が汚れたままである。

右
の
マ
ー
ク
は
、「
身
体
内

部
に
障
害
を
持
つ
人
」
を
表
し

て
い
ま
す
。

内
部
障
害
者
と
は
、
心
臓
・

じ
ん
臓
・
肺
・
ぼ
う
こ
う
・
直

腸
等
の
内
臓
機
能
に
障
害
が
あ

り
、
身
体
障
害
者
手
帳
を
受
け

て
い
る
人
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

内
部
障
害
者
は
、
外
見
か
ら

は
分
か
り
に
く
い
た
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
誤
解
を
受
け
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
マ
ー
ク
を
所

持
す
る
人
を
見
か
け
た
ら
、
気

づ
か
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、「
ハ
ー
ト
プ
ラ
ス

の
会
」
を
ご
覧
下
さ
い
。

（http://w
w
w
.norm

anet.ne.
jp/̃h-plus/

）

▼
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課

�
22
―

6
8
3
7

チェック項目

知
っ
て
ま
す
か
？

『
ハ
ー
ト
プ
ラ
ス
』

内部障害者に
理解を深める
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老
人
保
健
制
度
は
、
高
齢
者
の
人
が

安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

す
る
た
め
の
制
度
で
す
。
老
人
保
健
の

概
要
と
医
療
費
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

○
昭
和
七
年
九
月
三
十
日
以
前
に
生
ま

れ
た
人

○
六
十
五
歳
以
上
で
一
定
の
障
害
の
あ

る
人

○
昭
和
七
年
十
月
一
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
は
、
七
十
五
歳
と
な
る
誕
生
日

の
翌
月
か
ら
対
象
と
な
り
ま
す
。
た

だ
し
、
誕
生
日
が
月
の
初
日
の
場
合

は
、
誕
生
月
か
ら
対
象
と
な
り
ま
す
。

健
康
保
険
証
・
医
療
受
給
者
証
を
、

病
院
な
ど
の
窓
口
で
必
ず
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。

外
来
・
入
院
と
も
に
医
療
費
の
一
割

ま
た
は
二
割
を
支
払
っ
て
診
療
を
受
け

ま
す
。

一
割
負
担
の
人
の
中
で
、
属
す
る
世

帯
の
世
帯
員
全
員
が
市
民
税
非
課
税
の

人
は
、「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
」
の
提
示
も
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
お
持
ち
で
な
い
人
は
、
社

会
福
祉
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

次
の
よ
う
な
場
合
に
病
院
な
ど
の
窓

口
で
医
療
費
を
支
払
っ
た
と
き
は
、
必

要
書
類
を
整
え
て
申
請
す
れ
ば
、
自
己

負
担
分
を
除
い
た
分
に
つ
い
て
後
か
ら

支
給
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

○
治
療
の
た
め
、
コ
ル
セ
ッ
ト
な
ど
補

装
具
を
購
入
し
た
場
合
（
医
師
が
必

要
と
認
め
た
場
合
の
み
）

○
や
む
を
得
な
い
理
由
で
健
康
保
険

証
・
医
療
受
給
者
証
を
持
た
ず
に
診

療
を
受
け
た
場
合
。

○
一
カ
月
の
医
療
費
の
合
計
金
額
が
自

己
負
担
限
度
額
を
超
え
て
、
高
額
医

療
費
に
該
当
し
た
場
合
。
た
だ
し
、

入
院
時
の
部
屋
代
・
食
事
代
・
差
額

ベ
ッ
ド
料
な
ど
は
除
き
ま
す
。
な
お
、

申
請
を
し
て
い
た
だ
く
の
は
初
め
て

高
額
医
療
費
に
該
当
し
た
場
合
の
み

で
す
。

転
入
・
転
出
・
転
居
・
死
亡
の
ほ

か
、
健
康
保
険
証
の
内
容
に
変
更
が
あ

っ
た
と
き
も
、
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。高

齢
者
の
医
療
費
は
、
慢
性
的
な
病

気
な
ど
に
よ
り
、
若
年
者
よ
り
も
高
額

と
な
り
ま
す
。
高
齢
化
社
会
が
進
む
に

つ
れ
、
医
療
費
の
さ
ら
な
る
増
加
は
避

け
ら
れ
な
い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

上
手
な
受
診
は
、
医
療
費
を
有
効
に

使
う
こ
と
が
で
き
、
無
駄
な
医
療
費
を

な
く
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
つ
の
病
気
で
複
数
の
お
医
者
さ
ん

の
診
療
を
受
け
る
と
、
そ
の
た
び
に
初

診
料
が
か
か
り
、
同
じ
よ
う
な
検
査
や

同
じ
よ
う
な
薬
を
飲
む
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
の
結
果
、
医
療
費
の
増
加
に
つ

な
が
り
ま
す
。

病
気
ご
と
に
別
々
の
お
医
者
さ
ん
に

か
か
る
と
、
同
じ
作
用
の
薬
を
も
ら
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

他
の
お
医
者
さ
ん
か
ら
処
方
さ
れ
た

薬
や
薬
の
情
報
を
提
示
し
て
、
適
切
な

容
量
・
用
法
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

健
康
診
断
は
、
病
気
の
早
期
治
療
や

予
防
を
お
こ
な
う
た
め
に
大
切
で
す
。

早
め
に
お
医
者
さ
ん
の
指
導
を
受
け
る

こ
と
に
よ
り
、
必
要
以
上
の
医
療
費
が

か
か
る
こ
と
を
防
ぎ
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
健
康
管
理
に
注
意
し
、

適
切
で
有
効
な
医
療
を
受
け
る
よ
う
に

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

【

】

老
人
保
健
で

医
療
を
受
け
ら
れ
る
人

【

】

お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き

【

】

届
け
出
が
必
要
な
と
き

【

】

医
療
費
の
か
か
り
方
を

考
え
て
み
ま
し
ょ
う

【

】

健
康
診
断
を受

け
て
い
ま
す
か
？

【

】

あ
と
で
費
用
が支

給
さ
れ
る
場
合

※自己負担分を除く

（平成14年度は、旧高富町・
旧美山町・旧伊自良村の合算）

平成14年度　　492,356円

平成15年度　　511,146円

平成16年度　　544,763円

平成17年度　　722,410円

一人あたりの医療費

社
会
福
祉
課�
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開場�午後1時30分�

入場料�大　　　人 1,000円�
高校生以下 500円�

開演�午後2時�

●未就学児の入場はお断りします。�
●売り切れの際はご了承下さい。�

【全指定席】好評発売中�

（当日券500円増）�

公共ホール音楽活性化支援事業�

羽田めぐみ�

浜   まゆみ�

■ A.ハチャトゥリアン：剣の舞
■岡野貞一（arr.羽田めぐみ）：朧

おぼろ

月夜
■黛　敏郎：コンチェルティーノ　他
※都合により演奏曲目が変更になることもござい
ます。予めご了承下さい。

プログラム

開場�午後1時30分�

入場料�500円（当日券500円増）�

開演�午後2時�

●未就学児の入場はお断りします。�
●売り切れの際はご了承下さい。�

【全指定席】好評発売中�

第1部 ソロステージ
●チャールダッシュ／V.モンティ
●アラベスク第1番、第2番／C.ドビュッシー 他

第2部 ソロと吹奏楽のコラボレーション
●ディズニー・プリンセス・メドレー
／鈴木英史　他

※都合により演奏曲目が変更になることもございます。予めご了承
下さい。

プログラム

村上尚美�小池準一�
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7月8日（土） 13:00～14:00　七夕茶会�
 14:00～15:00　オリジナルうちわ作り体験�

古田紹欽記念館　第二展示室�

文化の里　花咲きホール
�0581ー36ー2323
�0581ー36ー2777

hanasaki＠city.gifu-yamagata.lg.jp
休館日／休日（日曜日）の翌日・第3日曜日

花咲きホール、山県市役所会計課

高富・美山中央公民館

開館、開庁日の午前9時～午後5時

チケット取り扱い場所・時間問
い
合
わ
せ
先

実　施　日

好評発売中
07月15日�
開場18：00～
開演18：30～

ザイラーピアノデュオ

内　　　　　容 料　 金

大　　　人 2,000円
高校生以下 1,000円
［全指定席］

（当日券 各500円増）

発 売 日

実　施　日
07月30日
08月20日
09月04日
10月08日
12月03日
03月04日
03月26日

丸山浩路講演会
桂　文我落語会
舞太鼓あすか組
三遊亭歌之介独演会
清水ミチコトーク＆ライブ
和泉元彌狂言会
子どもミュージカル

事　　業　　名 開催場所
美山中央公民館

花咲きホール

★平成17年度に岐阜県市町村振興補助金を受けて、下記の事業を実施しました。

市内小中学生および保護者
40人程度
（ただし、オリジナルうちわ作り先着20人程度）

お茶教室の子どもによるお点前での抹茶体験。また、
マーブリングによるオリジナルうちわ作りを体験します。

800円（お茶会＋オリジナルうちわ作り）
※お茶会のみ参加される方は300円

使い古したうちわ・はさみ
●申込・問い合わせ先

古田紹欽記念館　�36ー1023

対　象

定　員

内　容

参加費

持ち物

※6月23日�までに、古田紹欽記念館へ電話にてお申し込みください。

（土）

（金）

FAX
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主　催：市教育委員会
協　力：市体育協会　市スポーツ少年団　たかとみスポーツクラブ　利用団体

日　　時 6月18日（日）午前8時30分～10時
清掃場所 総合体育館・高富中体育館・高富体育館・ジョイフル体育館・�原体育館・総合テニ

スコート・梅原テニスコート・美山テニスコート・総合グラウンド・高富中グラウン
ド・梅原グラウンド・大桜グラウンド・美山総合グラウンド・ジョイフルグラウン
ド・谷合グラウンド・�原グラウンド

内　　容（屋外）草刈り・除草・石拾い・ごみ拾い・整地・トイレ清掃・側溝の清掃
（屋内）床面の清掃・器具庫の清掃・トイレ清掃

持 ち 物（屋外）軍手・草刈り鎌・じょれんなど
（屋内）ぞうきん・ほうきなど

問い合わせ先　生涯学習課　�22－6845

6月04日（日） 市スポレク祭
6月11日（日） ふれあいソフトバレーボール大会
6月18日（日） 施設清掃
6月18日（日） 柔道　山県1級以下昇級審査
6月25日（日） ソフトバレーボールー大会

総合体育館　�22－6622【休館日　毎週月曜日】

～6月の総合体育館スポーツイベント～

▼
募
集
人
員

十
六
人

▼
賃
金

時
間
給
七
百
円

▼
勤
務
内
容

施
設
内
の
清
掃
な
ど

▼
勤
務
時
間

午
前
九
時
〜
午
後
四
時

（
実
働
六
時
間
）

▼
勤
務
地

グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
み
や
ま

キ
ャ
ン
プ
場
ま
た
は
コ
テ
ー
ジ
村（
片
原
）

▼
雇
用
期
間

七
月
二
十
一
日
〜
八
月

三
十
一
日
の
う
ち
約
二
十
日
間

▼
勤
務
日

日
曜
日
〜
土
曜
日（
交
替
制
）

▼
資
格
、
条
件

市
内
在
住
の
高
校

生
、
専
門
学
校
生
、
短
大
生
お
よ
び

大
学
生
、
高
校
生
は
通
学
す
る
学
校

か
ら
許
可
が
得
ら
れ
る
人

▼
応
募

七
月
七
日
�
ま
で
に
履
歴

書
（
高
校
生
は
学
校
の
許
可
書
添

付
）
を
産
業
振
興
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

産
業
振
興
課
　
�
22
―

6
8
3
0

子
育
て
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

希
望
者
に
は
、
二
回
目
か
ら
の
継
続

講
座
（
子
育
て
講
演
会
、
交
流
会
、
視

察
も
含
め
七
回
コ
ー
ス
）
も
あ
り
ま
す
。

講
座
終
了
後
に
、
託
児
活
動
で
あ
な

た
の
力
を
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

七
月
二
日
ま
で
に
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日

七
月
三
日
�

午
前
十
時
〜
正
午

▼
場
所

保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
内
容

講
演

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
あ
り
方
」

▼
募
集
人
数

四
十
人

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
子
ど
も

げ
ん
き
は
う
す
）�

23
―

2
3
2
3

お
知
ら
せ
広
場

お
知
ら
せ
広
場�
お
知
ら
せ
広
場

お
知
ら
せ
広
場�
お
知
ら
せ
広
場�

学
生
ア
ル
バ
イ
ト
募
集�

子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア�

　
　
　
　
　
講
座
受
講
者
募
集�

SPORTS
GUIDE

六
月
十
八
日
�
は
、
あ
ゆ
釣
り
解
禁
日
で
す

美
山
地
域
内
の
河
川
、
自
然
を
満
喫
で
き
る
絶
好
の
漁
場
で
、
あ
ゆ
釣
り
を
楽

し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
先

美
山
漁
業
協
同
組
合
　
　
�
55
―

3
1
2
1

（月）

（金）

（日）
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農
業
振
興
地
域
に
指
定
さ
れ
た
地
域

内
に
あ
る
農
用
地
（
田
・
畑
・
樹
園
地

な
ど
）
は
、
造
成
（
転
用
）
し
て
農
業

以
外
の
用
途
に
使
用
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

し
か
し
、
緊
急
か
つ
や
む
を
得
な
い

具
体
的
な
案
件
に
つ
い
て
は
、
農
業
振

興
地
域
か
ら
の
除
外
が
認
め
ら
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

農
振
農
用
地
か
ら
の
除
外
を
申
請
す

る
場
合
に
は
、
九
月
末
日
ま
で
に
申
請

書
を
農
林
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

農
林
課
　
　
　
�
22
―

6
8
2
9

山
県
市
内
に
お
住
ま
い
で
結
婚
を
考

え
て
い
る
中
高
年
齢
者
（
三
十
歳
以

上
）
の
出
会
い
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
、
ハ

ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
相
談
室
を
開
設
し
て
い

ま
す
。

相
談
員
と
七
人
の
協
力
員
が
み
な
さ

ん
の
出
会
い
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。
秘

密
は
守
り
ま
す
の
で
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
結
婚
に
関
す
る
情
報
の
ご
連

絡
も
お
持
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
開
設
日

毎
週
木
曜
日

午
前
九
時
〜
正
午

▼
場
所

美
山
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
相
談
室

�
54
―

2
1
1
3

相
談
員

杉
山
二
三
子
　
　
�
55
―

2
6
1
6

協
力
員

藤
根
　
圓
六
　
　
�
53
―

2
9
0
3

植
村
　
光
子
　
　
�
52
―

1
0
2
5

吉
田
美
代
子
　
　
�
52
―

1
1
0
8

宮
川
ま
き
子
　
　
�
55
―

2
3
0
7

大
野
美
千
代
　
　
�
22
―

2
6
5
6

日
比
野
英
子
　
　
�
36
―

3
0
1
8

辻
　
　
玉
子
　
　
�
22
―

2
7
2
0

市
役
所
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
の

一
環
と
し
て
、
庁
舎
内
の
冷
房
温
度
を

二
十
八
度
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

夏
の
ビ
ジ
ネ
ス
軽
装
「
ク
ー
ル
ビ
ズ
」

を
取
り
入
れ
、
効
率
的
に
働
く
こ
と
が

で
き
る
服
装
で
、
全
職
員
が
九
月
末
ま

で
実
施
し
ま
す
。

軽
装
で
の
執
務
に
ご
理
解
を�

！�

農
振
農
用
地
除
外
申
請
書�

　
　
の
提
出
は
、
九
月
末
ま
で

ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
相
談
室�

　
　
（
結
婚
相
談
）
を
開
設
中�

ク
ー
ル
ビ
ズ
＝
地
球
温
暖
化
を
防
止

の
た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
イ
ル
。「
ノ

ー
ネ
ク
タ
イ
・
ノ
ー
上
着
」
に
よ
る

軽
装
化
運
動
が
環
境
省
で
推
進
さ
れ

て
い
ま
す
。

山県市観光協会では、山県市の魅力を知ってもらおうと、さまざまな
体験ツアーを企画しています。親子・カップル・グループなど多数の
ご応募をお待ちしています。

実 施 日 6月17日（土） 14：00～21：00

参 加 費 2,500円（体験料・食事代など）

内　　容 あじさい・ホタル鑑賞・鴨ウィンナーづくりなど

応募方法 往復はがきに参加者全員の住所、氏名、年齢、性

別、電話番号を明記してください。

※必ず連絡が取れるように携帯番号なども記載し

てください。

〒501－2192 山県市高木1000番地1

山県市役所産業振興課内　山県市観光協会事務局

「あじさい・ホタル鑑賞ツアー」係まで

締　　切 6月6日（火）必着

◆申込・問い合わせ先　山県市観光協会事務局（産業振興課内）�22－6830

鴨ウインナーづくり（昨年の様子）
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市
で
は
、
私
立
幼
稚
園
に
在
籍
す
る

園
児
の
保
護
者
で
、
保
育
料
な
ど
の
経

済
的
負
担
が
大
き
い
人
に
対
し
、
そ
の

世
帯
の
所
得
割
課
税
額
に
応
じ
て
年
間

保
育
料
な
ど
の
一
部
を
補
助
（
世
帯
構

成
員
中
二
人
以
上
に
所
得
が
あ
る
場
合

は
、
所
得
割
課
税
額
を
合
算
）し
ま
す
。

▼
対
象

次
の
項
目
す
べ
て
に
該
当
す

る
保
護
者

1.

山
県
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
園
児

が
い
る
人

2.

公
認
の
私
立
幼
稚
園
（
市
内
外
問

わ
ず
）
に
満
三
歳
か
ら
五
歳
児
を

通
園
さ
せ
て
い
る
人

3.

入
園
料
・
保
育
料
を
納
入
し
て
い

る
人

▼
申
込
方
法

通
園
し
て
い
る
幼
稚
園

を
通
じ
て
六
月
中
旬
ま
で
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

学
校
教
育
課
　
�
22
―

6
8
4
4

児
童
手
当
の
現
況
届
は
、
手
当
を
引

き
続
き
受
け
る
要
件
が
あ
る
か
ど
う
か

を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
該
当

者
に
は
届
出
用
紙
を
郵
送
し
ま
す
。

届
き
ま
し
た
ら
必
要
事
項
を
ご
記
入

の
う
え
社
会
福
祉
課
へ
七
月
二
十
一
日

�
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
届
出
の
提
出
が
な
い
と
六
月
分

以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
下
さ
い
。

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
印
鑑
②
健
康
保
険
証
③
振
込
先
銀

行
・
農
協
の
通
帳
④
児
童
手
当
用
所

得
課
税
証
明
書
（
平
成
十
八
年
一
月

一
日
以
降
山
県
市
に
転
入
さ
れ
た
人

の
み
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課
　
�
22
―

6
8
3
7

小
さ
な
命
を
授
か
っ
た
マ
マ
に
は
、

パ
パ
の
思
い
や
り
が
大
切
。
生
ま
れ
て

く
る
赤
ち
ゃ
ん
へ
の
心
の
準
備
を
二
人

で
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
お
友

達
を
つ
く
り
に
来
ま
せ
ん
か
？

※
託
児
あ
り
ま
す
。

▼
日
時

六
月
十
八
日
�

午
前
十
時
〜
正
午

▼
場
所

保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
内
容

妊
婦
・
育
児
の
体
験
や
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど

▼
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳

六
月
十
四
日
�
ま
で
に
電
話
に
て
健

康
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課
　
　
　
�
22
―

6
8
3
9

私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助�

児
童
手
当
現
況
届
に
つ
い
て�

マ
マ
パ
パ
ク
ラ
ス
の
ご
案
内�

日　　時 6月25日（日） 13：30～

会　　場 美山中央公民館

発 表 者 小学生3人（文集「山びこ」優秀作品の発表）

中学生9人

発表内容 A. 社会や世界に向けての意見、未来への希望や提案など

B. 家庭、学校生活、社会（地域活動）および身の回りや友だちとの関わりなど

C. テレビや新聞などで報道されている少年の問題行動、大人や社会のさまざまな

できごとに対する意見や感想、提言など

主　　催 山県市青少年育成市民会議

問い合わせ先　　生涯学習課　�22－6845

これからの国際社会に生きる子どもたちには、もの
ごとを論理的に考える力、自己の主張を伝える力、広
い視野、柔軟な発想力、創造性などを身につけること
が求められています。
「山県市少年の主張大会」がこれらの契機になるこ

とを願い、次のとおり大会を実施しますので多くの皆
さんにご来場いただきますようご案内いたします。

山県市少年の主張大会を開催します！

（金）

（日）

（水）
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名古屋国税局では、税務職員を募集しています。
平成18年度のⅢ種（税務）試験の概要は、次のとおりです。

受 験 資 格 昭和61年4月2日～平成元年4月1日までに生まれた人
受 付 期 間 平成18年6月20日（火）～平成18年6月27日（火）
問い合わせ先 名古屋国税局　総務部　人事第二課　試験係　�052－951－3511 内線3450

ホームページ　（http://www.nagoya.nta.go.jp）

木造住宅の地震に対する安全性の向上を図り、地震に強いまちづくりを進めるため、住宅耐震診断
を行う人ならびに住宅耐震診断の結果に基づいて耐震補強工事を行う人に、経費の一部を助成します。

木造住宅耐震診断費用の一部を助成します
■助成対象住宅（市内にある木造住宅で次のいず
れにも該当するもの）
1. 個人が所有する階数が2以下の木造住宅につい
て、所有者自らが実施する耐震診断であること。
ただし、特段の事由により所有者が実施できな
い場合は、市長が適当と認めるもの。
2. 併用住宅の場合は、延床面積の過半の部分が、
住宅用に供されているもの
3. 丸太組工法の住宅でないもの
4. 大臣などの特別な認定を得た工法による住宅
でないもの
5. 共同住宅又は、長屋建住宅で居住者が所有者
以外の者を含む場合は、居住者全員が耐震診断
を受けることを承諾したもの
■助成対象者 助成対象住宅の所有者
■助成対象経費

岐阜県木造住宅耐震相談士による木造住宅の耐
震診断のための経費で、1棟あたり3万円を限度
とする

■助成率

助成対象経費の6分の5以内（限度額2万5千円）

木造住宅耐震補強工事費用の一部を補助します
■補助対象住宅

1. 山県市木造住宅耐震診断助成事業による耐震
診断を受けた住宅
2. 昭和56年5月31日以前に建設された木造住宅
3. 岐阜県木造住宅耐震診断マニュアルの診断で、
建物評点が 2以下のものを 4以上にし、又は
（財）日本建築防災協会発行「木造住宅の耐震診
断と補強方法　木造住宅の精密耐震診断と補強
方法（改訂版）」による診断で、総合評点0.7未
満のものを1.0以上とする耐震補強工事
4. 補強工事は、岐阜県木造住宅耐震相談士によ
り設計および工事監理されるもの

■補助対象者 補助対象住宅の所有者
■補助対象経費

耐震補強工事のための費用で、
1棟あたり120万円を上限とする

■補助限度額 上限84万円

申込・問い合せ先 管理課　�22－6831

《木造住宅耐震診断助成事業》 《木造住宅耐震補強工事費補助事業》

木造住宅耐震診断助成事業・木造住宅耐震補強工事費補助木造住宅耐震診断助成事業・木造住宅耐震補強工事費補助事業のお知らせ事業のお知らせ�木造住宅耐震診断助成事業・木造住宅耐震補強工事費補助事業のお知らせ�

第 2 次試験

第 1 次試験

試 験 日

試 験 内 容
最終合格発表

試 験 日
試 験 内 容

合 格 発 表

平成18年11月9日（木）
人物試験（個別面接）・身体検査

平成18年10月12日（木）～平成18年10月19日（木）までのうち、
「第1次試験合格通知書」で指定する日

平成18年10月5日（木）
教養試験（多枝選択式）、適性試験（多枝選択式）、作文試験
平成18年9月3日（日）
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日　　時
6月8日�
午前10時～

会　　場

美山中央公民館

内　　容

救急救命

【つくしんぼ教室】◇対象　0～3歳児と保護者

日　　時
6月9日�
午前10時～

会　　場
伊自良老人福祉
センタ－

内　　容
トイレトレ－ニング
父の日カ－ド

6月22日�
午前10時～ 美山中央公民館 七夕会 6月23日�

午前10時～
伊自良老人福祉
センタ－ 七夕飾り

【小鳩会】◇対象　0～3歳児と保護者

日　　時
6月2日�
午前10時～

会　　場

高富中央公民館

内　　容

救急救命

【すくすく教室】◇対象　0～1歳児と保護者

6月16日�
午前10時～ 高富中央公民館 七夕飾り

日　　時
6月23日�
午前10時～

会　　場

高富中央公民館

内　　容

七夕飾り

【のびっこ教室】◇対象　2～3歳児と保護者

6月30日�
午前10時～ 高富中央公民館 健康アドバイス（トイレトレーニング）

おやつ作り

テーマをもとに講師の先生と子育てについて
考えてみましょう。

◆対　象 子育てにかかわる人どなたでも
◆日　時 6月14日（水）午前10時～
◆会　場 桜尾公民館
◆テーマ 「上手な兄弟の育て方」
山県家庭教育研究所 �22―4569（代表：野沢）

6月の家庭教育講座

友だちたくさん作ろうよ！

みんなで楽しく子育てしましょう。

会場　高富中央公民館　図書室　
日時　6月10日�　午前10時30分～
問い合わせ先　高富中央公民館　�22―3351

会場　伊自良図書館　
日時　6月03日�　午後2時～

6月10日�　午後2時～
6月17日�　午後2時～
6月24日�　午後2時～

問い合わせ先　伊自良図書館　　�36―3339会場　みやまジョイフル倶楽部　
日時　6月03日�　午前10時～
日時　6月16日�　午前10時～
問い合わせ先　みやまジョイフル倶楽部

�55―2608

会場
日時

問い合わせ先

会場

日時

問い合わせ先

みやまジョイフル倶楽部読み聞かせ教室

わくわくランド

お話しピーチク読み聞かせ

参加者の対象に合わせて本の読み聞かせをします。

小さい子はママと一緒に来てね。

会場

日時

問い合わせ先

山県市教育委員会　生涯学習課　�22―6845

広報やまがた５月号
で次のとおり誤りが
ありました。お詫び
して訂正します。
小鳩会の開催日
（誤）2月26日
（正）5月26日

平
成
十
八
年
度
、
ミ
ル

キ
ー
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
の
活

動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
ク
ラ
ブ
は
、四
〜
八

カ
月
の
赤
ち
ゃ
ん
を
対
象

に
左
記
内
容
で
七
回
コ
ー

ス
を
一
期
と
し
、年
間
三

回
に
分
け
て
行
い
ま
す
。

月
齢
や
、
発
達
の
違
い

な
ど
同
じ
悩
み
を
持
つ
お

母
さ
ん
同
士
の
ふ
れ
あ
い

の
場
で
す
。

お
子
さ
ん
は
、
ミ
ル
マ

マ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
見
て

く
だ
さ
い
ま
す
。

あ
な
た
も
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

お子さんとのコミュニケーション 姿勢が基本。楽しく汗を流しましょう。

オリエンテーション・意見交換・
歌遊び1回目

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

7回目

親子ビクス

絵本の読み聞かせ

子どもの事故予防と応急手当

言葉のかけ方・接し方

離乳食を作ろう

フォトフレームづくり・意見交換

※託児あります

▼
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課
　
　
　

�
22
―

6
8
3
9

（土）

（土）

（金）

（土）
（土）
（土）
（土）

（金）

（金）

（金）

（金）

（金）

（木）

（木）

（金）
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子どもげんきはうす �23-2323

参加者は、6月1日午前9時より申込受付を開始します。（電話での受付もできます）
※定員になり次第締め切らせていただきます。
※くわしいことは各施設におたずねください。

持　　　　ち　　　　物

高富児童館 �22-4750

5月�6月�
市内の小学生だれでも参加できます。一緒にあそびましょ市内の小学生だれでも参加できます。一緒にあそびましょう！う！�市内の小学生だれでも参加できます。一緒にあそびましょう！�

定員行　　事　　名時　間曜日日

ハンカチ・お茶・帽子・水筒09:15～12:00 四国山で遊ぼう3日

10日

11日

17日

24日

土

土

12人　

15人　材料費300円・エプロン・三角布・タオル（食器拭
き用）・ビニール袋・お茶13:15～15:30 お菓子作り（高富公民館集合・解散）

ハンカチ・お茶

ハンカチ・お茶

ハンカチ・お茶

ハンカチ・お茶

10:00～11:00 将棋クラブ

プレゼント作り

作って遊ぼう

将棋クラブ

20人　

15人　

10:00～12:00

10:00～12:00

10:00～11:00

日

土

25日 日

土

持　　　　ち　　　　物

子どもげんきはうす �23-2323

ハンカチ・お茶・帽子・水筒

材料費300円

材料費300円・エプロン・三角巾・タオル（食器拭
き用）・パック・お茶

四国山で遊ぼう

香り石けん作り

パン教室
（富岡公民館集合・解散）

12人

12人

15人

09:30～12:00

10:00～

09:00～

土

土

土

3日

10日

17日

ハンカチ・お茶七夕会 20人10:00～土24日

定員行　　事　　名時　間曜日日

日

13日

14日

27日

ク　　　ラ　　　ス

いちごクラブ（1歳児）

めろんクラブ（2歳児）

いちご・めろんクラブ合同

行　　　　　事

富岡保育園の園庭で遊ぼう
（雨天：げんきはうすにてリズム遊び）

リトミック

お話ケロケロ

時　間

10:30～

10:30～

10:30～

曜日

火

水

火

高富児童館 �22-4750
日

6 日
20日
7 日

21日

ク　　　ラ　　　ス

ピヨピヨクラブ（1歳児）

ケロケロクラブ（2歳児）

行　　　　　事

ボールで遊ぼう
七夕飾りを作ろう

おもちゃで遊ぼう
七夕飾りを作ろう

時　間

10:30～

10:30～

曜日

火

水

子どもげんきはうす

押し花作りの様子

＊参加したい人はクラブへの申し込みが必要ですので各施設へおたずねください。
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6月

13日（火） 13:00～14:30
市役所
（3階304会議室）

※多重債務関係の相談は弁護士
相談で受け付けます

弁護士相談

1日（木） 13:00
～15:00

ふれあい
センター

（伊）老人福祉
センター

美山支所

人権擁護相談

16日（金） 13:00～15:00
ふれあい

センター

行政相談

毎週
木曜日

9:00
～12:00

美山山村開発
センター

ハッピーライフ（結婚）相談

13日（火） 10:00～15:00 美山中央公民館

社会保険相談
4日（日）

11日（日）

18日（日）

25日（日）

もりこどもクリニック 山県市東深瀬

森医院 山県市高富

岡本医院 山県市佐賀

なりみやクリニック 山県市高富

�0581―23―0321

�0581―22―1024

�0581―22―3687

�0581―22―1213

休日診療（診療時間 9：00～15：00、16：00～19：00）

「ふれあいセンター」は保健福祉ふれあいセンター

「（伊）老人福祉センター」は伊自良老人福祉センター

「構造改善センター」は美山構造改善センター

「（美）中央公民館」は美山中央公民館

05日（月）

16日（金）

受付13:00
～14:00

ふれあい
センター

（伊）老人福祉
センター

はみがきけんしん（フッ素塗布）

15日（木）ふれあいセンター

すこやか相談
（予約必要：健康課　�22―6839）

22日（木）受付13:30～15:00
ふれあい

センター

心の相談
（予約必要：社会福祉課　�22―6837）

7月5日までの予定
休　日　診　療 ：2日（日）鳥澤医院　山県市大森　�36 - 2311
3・4ヶ月児健診 ：5日（水）受付14:00～14:15 構造改善センター
10・11ヶ月児健診 ：5日（水）受付14:00～14:15 構造改善センター
1歳6ヶ月児健診 ：5日（水）受付13:30～13:45 構造改善センター
3 歳 児 健 診 ：5日（水）受付13:00～13:15 構造改善センター

09日（金）受付10:00～11:00
構造改善

センター

乳幼児相談

19日（月）受付10:00～11:00
（伊）老人福祉

センター

13日（火）
受付13:00
～14:00

西武芸公民館

乳がん検診（集団検診）

29日（木） 大桑多目的
センター

08日（木）
受付13:15
～14:00

西武芸公民館

子宮頚がん検診（集団検診）

12日（月） 構造改善
センター29日（木）

受付9:30
～正午 山県市役所

献血

受付13:30
～16:00 バロー高富店

BCG

予防接種

21日（水）受付13:00～14:00
ふれあい

センター

14日（水）受付13:00～14:00
ふれあい

センター

07日（水）受付13:00～14:00
ふれあい

センター

28日（水）受付13:00～13:15
ふれあい

センター

10・11か月児健診

乳幼児健診

3歳児健診

1歳6か月児健診

3・4か月児健診

27日（火）受付13:15～14:00
ふれあい

センター

01日（木） 10:30～13:00
ふれあい

センター

幼児食教室（３日前までに健康課
�22―6839）へ連絡

18日（日） 10:00～正午
ふれあい

センター

妊婦学級（３日前までに健康課
�22―6839）へ連絡

ママパパクラス
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この欄は、山県市役所本庁または支所の窓口で届け出

をされた、本市に住民登録がある方を掲載しています。

※本市に住民登録があり他の市区町村で届け出をされ、

掲載をご希望の人は市民課（�22－6827）までご連絡
ください。

高　木

大　桑

洞　田

山県市届出分のみ掲載
（敬称略）

4月届出分

高　富

東深瀬

西深瀬

大　門

富　永

岩　佐

中　洞

高　富

東深瀬

伊佐美

赤　尾

大　桑

洞　田

小　倉

藤　倉

大　門

片　原

神　崎

原

谷　合

笹　賀

田　栗

柿　野

富　永

岩　佐

3 1 , 1 2 5 人（－18人）

男　 1 5 , 2 6 2 人（－09人）

女　 1 5 , 8 6 3 人（－09人）

世 帯 数　 0 9 , 9 8 7 戸（＋19戸）

前月比

人口の動き（平成18年5月1日現在）

25日
缶・ペットボトル・
びん・白色トイレ
ダンボール・新聞紙・
衣類・雑誌

市内全域

収集区域 出せる資源ごみ 収集日 収集時間 収集場所

9:00
～16:00

市役所北
車庫棟24・25

資源ごみ休日収集日

ごみは指定時間（午前7時30分）までに出しましょう

燃える
ご　み

月
・
木
曜
日

火
・
金
曜
日

月
・
木
曜
日

森・南・旭ヶ丘・蛍ヶ
丘・田倉

1日 21日

22日

19日

20日

12日
13日

14日
15日

27日

28日
29日

2日
（7月4日）

1日
（7月3日）

2日
（7月4日）

5日
（7月5日）

6日

15日

16日

201日

26日

20日

19日

22日

27日

22日

23日

2日

12日

13日

3日
（7月1日）

14日

13日

8日

10日

17日

21日

21日

9日

7日
（7月5日） 7日

8日6日
（7月4日）

5日
（7月3日）

カン・白
色トレイ

びん・ペッ
トボトル

不燃ごみ
粗大ごみ

大北・石田町・山本・双
葉台・京ヶ洞・星ヶ丘・南
屋敷・石畑・美里

北町・栄町・仲町・本
町1、2、3丁目

共和町

佐賀・見晴台・金池

東深瀬・高木東・阿原

西深瀬

梅原

桜尾

大桑

長滝・平井・掛・松
尾・上願

洞田・小倉・大森・藤
倉・大門

北山

北武芸

�原

谷合

乾

富波

岩佐

中洞

高木（高木東・阿原を
除く）
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山県市
〒501-2192
岐阜県山県市高木1000 ―1
総務部秘書広報課
0581―22―6821
�0581―27―2075

平成18年6月1日発行
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▼
明
治
五
年
に
開
校
、百
三
十
四
年
の
歴
史

あ
る
大
桑
小
学
校（
児
童
数
八
十
七
人
）。
開

校
記
念
行
事
の
金
鶏
山（
四
百
七
・
五
㍍
）登

山
は
、こ
の
地
域
の
歴
史
や
自
然
を
知
る
貴

重
な
体
験
で
す
。こ
の
日
は
約
百
七
十
人
が

登
山
。
参
加
し
た
地
域
の
人
か
ら
歴
史
の
話

も
聞
き
ま
し
た
。
▼
こ
の
行
事
に
八
回
参
加

の
私
。
高
学
年
の
子
に
手
を
引
か
れ
、赤
い

顔
を
し
て
登
っ
て
い
た
低
学
年
の
子
も
、今
で

は「
大
丈
夫
？
・
え
ら
く
な
い
？
」と
声
を
か

け
ら
れ
る
高
学
年
へ
と
成
長
。
自
分
の
経
験

を
次
へ
と
受
け
継
ぐ
姿
に
も
歴
史
を
感
じ
ま

し
た
。
そ
し
て
、優
し
い
心
、や
り
抜
く
力
を

見
つ
け
ま
し
た
。
▼
地
域
で
育
つ
大
桑
っ
子
。

き
っ
と
、ふ
る
さ
と
に
な
っ
て
も
こ
の
地
域
を

愛
す
る
人
に
な
る
で
し
ょ
う
。

（
桐
）

▼
あ
る
診
療
所
で
の
お
話
。
診
察
を
待
つ
人

の
中
に
い
た
幼
児
と
父
親
が
三
組
。
そ
れ
ぞ

れ
が
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
。「
最
近
は
父
親
と

来
る
ん
だ
ぁ
」自
分
に
な
か
っ
た
こ
の
光
景
が

う
ら
や
ま
し
く
、わ
ざ
と
一
組
の
親
子
の
近

く
に
座
り
私
も
楽
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
そ
う
、六
月
十
八
日
は
父
の
日
。
な
か
な

か
会
え
な
い
父
に
甘
え
て
み
よ
う
か
な
。

（
初
ち
ゃ
ん
）
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SOYINK
T M

ま
た
、
土
器
の
発
明
に
よ
り
、

煮
炊
き
を
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
、

盛
り
付
け
や
液
体
を
注
ぐ
た
め
に

使
い
、
豊
か
な
自
然
の
恩
恵
を
、

最
大
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

先
人
た
ち
は
、
採
取
経
済
の
中

で
創
意
工
夫
し
な
が
ら
、
地
域
の

今
か
ら
約
一
万
二
千
年
前
か
ら

約
二
千
四
百
年
前
に
か
け
て
、
日

本
に
住
ん
で
い
た
大
昔
の
人
々
は
、

縄
の
文
様
が
入
っ
た
土
器
「
縄
文

土
器
」
を
使
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

し
て
、
こ
の
時
代
を
縄
文
時
代
と

呼
ん
で
い
ま
す
。

市
内
に
は
、
名
古
屋
大
学
考
古

学
研
究
室
を
中
心
に
、
大
規
模
な

発
掘
調
査
が
進
め
ら

れ
た
谷
合
地
内
の
九

合
洞
窟
遺
跡
や
、
旧

美
山
町
教
育
委
員
会

に
よ
り
、
開
発
事
業

に
伴
い
発
掘
調
査
が

実
施
さ
れ
た
田
栗
の

御
所
野
遺
跡
を
始

め
、
ほ
か
に
も
縄
文

時
代
に
始
ま
る
、
先

人
た
ち
が
生
活
し
た

痕
跡
を
窺

う
か
が

う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

石
を
加
工
し
て
造

ら
れ
た
、
石せ

き

鏃ぞ
く

・
石せ

き

錘す
い

・
削さ

っ

器き

・
石せ

き

斧ふ

な

ど
や
、
獣
骨
で
造
ら

れ
た
、
骨
針
・
垂す

い

飾
し
ょ
く

な
ど
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。

出
土
し
た
土
器
は
、
縄
文
や
格こ

う

子
目
し

め

・
山
型
な
ど
の
押
型
文
、
撚よ
り

糸い
と

文も
ん

、
へ
ら
描
文

が
き
も
ん

な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
文
様
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
々
は
、
周
り
の
山
々
か
ら

鹿
・
猪
・
鳥
な
ど
を
捕
り
、
山
菜

や
木
の
実
な
ど
を
採
集
し
、
川
で

魚
を
捕
る
な
ど
、
狩
猟
や
漁ぎ

ょ

撈ろ
う

を

行
っ
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

〜
後
生
へ
の
贈
り
物
〜
自
然
と
共
生
し
な
が
ら
開
花
し
た
文
化

「

縄

文

時

代
」

御所野遺跡出土の遺物

九合洞窟遺跡出土の遺物

用語説明

石鏃…石製のやじり
石錘…魚を捕る綱のおもりに使用されたと考えられている
垂飾…ひもなどに下げてペンダントのように胸元を飾っていたと

考えられている

自
然
環
境
と
共
生
す
る
こ
と
で
発

展
し
て
き
ま
し
た
。

現
在
、
急
速
に
進
化
を
遂
げ
る

社
会
情
勢
の
中
で
、
地
球
規
模
で

の
環
境
問
題
な
ど
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
問
題
を
解

く
鍵
が
、
先
人
た
ち
が
生
活
し
た

痕
跡
の
中
に
あ
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

FAX


